
ビジターへの学習活動の支援について
～インタープリテーションの意義～

鈴木 有紀
愛媛県総合科学博物館 学芸課

〒７９２ 愛媛県新居浜市大生院２１３３番地の２

はじめに

学校教育における，新しい指導要領では，生涯学習社会をふまえ，個性を重視し，社会
の変化に対応できる能力，自己教育力の育成を目指す教育がうたわれている．
これにともない，従来の知識，理解を中心とした学力観から意欲，興味，関心，決断力
等の新しい学力観が重視され上位に位置づけられるようになった．これらは学習者である
児童，生徒の主体的な，あるいは能動的な取り組みを重視するものである．そして博物館
は生涯学習機関のひとつであることからすると，このような新しい学力観に対応して，ビ
ジターである児童生徒等学習者に対する学習活動支援のあり方を見直す必要があると思わ
れる．しかし，この見直しは，従来の解説文，パネル等の変更などではなく，ビジターの
主体的な学習活動を促すものでなければならない．
このことに関しては，次にも述べられている．
「博物館学習というと，今までは，展示してある資料を見学したり博物館側で準備した
カリキュラムにより説明を受けたり，体験学習をしたりするというとらえ方が多かった．
このような学習は「博物館」という資料の整った場で体験的に学習できるという点で大変
価値のあることであった．しかし，児童は，与えられたプログラムにそって学習している
場合が多く，「主体的」に活動しているかという観点からみると，多少の疑問が残った．
これからは，博物館を単に見学や体験の場としてとらえるのではなく，自分の課題を解決
するための学習の場としてとらえ，児童が目的に応じて主体的に活用して行けるようにす
ることが大切ではないだろうか．そして，そのことが将来に於いて様々な課題を解決して
行くときに「活きて働く力」と成り得るのではないだろうか」（岡田ほか，１９９５）．
先にも述べたが博物館は，子どもから高齢者まで，人生のあらゆる時期のあらゆる人の
ためのものであり，そういった様々な人々の主体的な学習活動を支えていかなければなら
ない．では，いったい主体的な学習活動を促す支援のあり方としてはどのようなものがあ
るのか．
「体を通して学ぶことの大切さ」を基本理念とするアメリカの「ボストン子どもの博物
館」では，ビジターが展示に触ったり遊んだり体験することで何かに興味を持ち，学ぼう
とするきっかけを作ることを仕事とする，「インタープリンター」と呼ばれるスタッフが
配置されている．そしてこのインタープリターは，単なる展示解説にとどまらない，学習
活動への支援を行っている．
ここでは，そのビジターへの学習活動の支援のひとつとしてのインタープリテーション
活動の意義について述べることとする．
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インタープリテーションとは

１．歴史と理念
インタープリテーション（Interpretation）とは，一般に「通訳」「説明」を意味するもの

であるが，その歴史は１９世紀末，イーノス・ミルズを創始者とするアメリカのネイチャー
ガイド達の自然に対する解説活動が始まりである．
インタープリテーション活動の要素の一つとして，あることに対して，人々に知識や情
報を教えるのではなく，興味を刺激し啓発していくということがあげられる．創始者であ
るミルズは，人々に自然についてのインタープリテーション活動を行いながら，その原則
ガイドライン，技術や手法を体系化し，基礎を築いていった．後にこのインタープリテー
ション活動は紆余曲折の道をたどるが，１９５０年代半ばに，フリーマン・チルデンによって，
ミルズが唱えた基礎に立ち戻り，現在の形に完成されていった．
先にも述べたがインタープリテーションの活動は主に自然解説活動のあり方を求めて始
まったものである．しかしその理念はその他の分野においても参考となり，取り入れ学ぶ
べき点が多い．
以下に，インタープリテーション活動の基本となる定義と理念，及びインタープリテー
ションの原則について記す．


１インタープリテーションの定義
単に事実や情報を伝えるというよりは，直接体験や教材を活用して，事物や事象の背後
にある意味や相互の関係を解き明かすことを目的とする教育活動である．


２インタープリテーションの理念
�インタープリテーションはあらゆる事実の背後に存在するより大きな真実を解き明か
すものである．

�インタープリテーションは，誰もが持っているちょっとした好奇心を最大限に利用し
て，ビジターの知的・精神的な向上をうながすようなものである．


３インタープリテーションの６つの原則
�インタープリテーションは，ビジターの個性や経験と関連づけて行われなければなら
ない．

�インタープリテーションは，単に知識や情報を伝達することではない．
インタープリテーションは，啓発であり，知識や情報の伝達を基礎にしているが両者
はイコールではない．しかし，知識や情報の伝達を伴わないインタープリテーション
はない．


インタープリテーションは，素材が科学，歴史，建築，その他何の分野のものであれ，
いろいろな技能を組み合わせた総合技能である．技能であるからには人に教えること
ができる．

�インタープリテーションの主眼は，教えることではなく，興味を刺激し，啓発するこ
とである．

�インタープリテーションは，事物事象の一部ではなく全体像を見せるようにするべき
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であり，相手の一部だけでなく，全人格に訴えるようにしなければならない．
�１２才ぐらいまでの子どもに対するインタープリテーションは，大人を対象にしたもの
を薄めて易しくするのではなく，根本的に異なったアプローチをするべきである．
最大の効果を上げるには別のプログラムが必要である．

（日本環境教育フォーラム，１９９４）
２．博物館学習における意義
（生涯学習社会における博物館活動のあり方とインタープリテーションの役割）
博物館にとって資料の収集，調査，保存を行い，それを教育的配慮のもとに展示・教育
活動を行っていくことは博物館の使命である．しかしこれまでの博物館活動はその展示手
法をとりあげてみても，観る側の興味や関心，発達段階についてを考えて，つくられたも
のは少なく，どちらかといえば資料中心の，博物館からビジターへの一方通行的な展示が
多いように思われた．しかし近年の体験学習の必要性の高まりとともに，最近では多くの
博物館において，参加型体験展示，触れることのできる展示，学校では行わない実験等の
展示手法やカリキュラムの工夫がなされ，ビジターへの配慮が見られる．当館においても
それらは，効果をあげていると思われる．しかし，やはり多くのビジターが館側の準備し
た展示，プログラムに沿って行動している観があり，時として「教えこみ」となり，やや
もすると相互作用の少ない学習活動になっている．自己教育力とは主体的，自発的に意欲
関心を持って取り組むこ
とから生まれる（図１）．
その意欲，関心，探究心
を啓発すること，きっか
けを与えることが「支
援」であり，「教え込み」
ではない．そして，「支
援」は一律ではなく人そ
れぞれに（対象により）や
り方が異なるが，共通す
るものもあるはずである．
インタープリテーショ
ンの活動は，博物館を訪
れるビジターに対して，
その豊富な資料をもとに，
学習意欲を刺激し，啓発
していく「支援」のひとつとして意義があると思われる．そして，インタープリテーショ
ンを取り入れ，支援を行っていくということは同時に人々が博物館に何を求めているのか
を知ることでもあり，それが新しい展示手法の開発等，博物館活動のあり方を評価・検討
していく上でも重要である．
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図１「自分でやってみて，わかってよかった」
―来館した児童の感想文―
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インタープリテーションの試みと反応

当館，産業館伝統産業実演展示コーナー「伊予かすりの機織り」（写真１，２）を中心に
社会見学の授業で訪れた小学校５年生と６年生（１４名）に支援の工夫を試み，検討した．
１．インタープリテーションの過程

１興味・関心を高める（機織りに興味を持たせ，「自分でやってみる」きっかけを作る）
最初は，学芸員または展示案内員が機織りを実践して見せ，「いっしょにやってみよう」
と参加を促した．その際「たぬきの糸車」等，機織りに関連する童話を話して聞かせ興味
を持たせた．童話等では聞いているが実際に織るのは初めての子どもが多く，最初は少し
の助言を行い，あとは子ども自身にまかせることとした．恐る恐るという感じで織り始め
るが，最後にはどんどん自分で織り進むようになった．

２生活とのかかわりに関連づける
現在の生活とのかかわりについて，身近かに感じられるよう努めた．実際に着ている服
等と関連づけて，布の織り方について話したり，伊予かすりの反物，製品等実物資料に触
れる等の工夫を行った．機織りは昔の出来事だと思っていた子ども達にも「夏に着る浴衣
もこうやって作っているの
かなあ」「最初はただの糸
なのに，縦と横でどうして
糸が離れないの」等，「織
る」ことへの興味や理解の
深まりが感じられた．

３産業への認識を深める
機織りを通して伊予かす
りの製造工程について，ポ
イントを押さえた簡単な説
明を行った後，伊予かすり
の歴史と製造工程について，
よりわかりやすいイメージ
を持たせるためすぐ近くに
展示してある映像資料を用
いた．その際，映像を見終えるまでは，こちらから言葉をかけず，その後，自由に感想や
質問を受けた．ひととおり見終わった後も，もう一度見直す子どもが見られた．また，最
初は機織りにためらっていた子どもも，改めて挑戦している姿が見られた．
２．考察

１では，先の原則の�に該当するものとして，機織りに対する動機づけを行い，また原
則�について機織りに関連する童話を話して聞かせ，興味・関心を高めた．
２，
３では原
則�について，布の織り方や伊予かすりの製造工程の映像資料等の知識を基礎として支援
を行い，生活との関連や，産業への認識を深めた．
「伊予かすりの機織り」ではポイントを「織る」技術において，学習支援を行ったが，
その歴史に興味を覚える子ども，製造工程そのものに興味を覚える子どもと，やはりそれ
ぞれに違いが見られ，短時間でしかも１回だけの学習では，学芸員一人で全ての子どもへ
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写真１ 「できるだろうか」機織りに取り組む子ども
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の支援には無理が生じた．
しかし子どもの中には，以
前に家族で訪れ経験してい
る子もおり，子どもどうし
でお互いに助け合っている
姿も見られ，学芸員もそれ
に助けられ，改めてリピー
ターの大切さを痛感した．
支援を行う際に，こちら側
の出番をできるだけ少なく
して，子どもに少しでもい
いから考える時間を取り入
れ，明るくゆっくりはっき
りと，体全体を使った語り
方を意識し，わかりやすい言葉で伝えることを心がけたが，子ども達も応えてくれたよう
に思う．また，その子どもの「いいところ」はどんどんほめるようにした．
今回の支援は小学校高学年の児童を対象に行ったが，博物館を訪れるビジターの年齢構
成や目的は様々であり，また，予備知識の違いもあり，それにともない支援の方法も違っ
てくる．今後は，活動を通しながら補助教材の開発や対象物の詳しい調査等，支援の方法
についての検討を行いたい．

今後の課題

最近は，「体験学習」として，多くの博物館で参加型の展示や動く展示等，新しい工夫
が見られ，子ども達の人気を集めているが，インタープリテーション活動を行うことによ
って，ビジターが主体的に学習意欲を持ち，それぞれの課題を解決していくのも，また体
験学習である（写真３）．
これまでに述べてきたよ
うに，インタープリテーシ
ョンク活動には，これから
の博物館活動に活かしてい
きたい視点がたくさん見ら
れる．しかし，方法だけを
まねてマニュアル化を行っ
てもうまくはいかない．今
後は学校教育と連携，協力
した実践研究等，その理念
をしっかりと踏まえた活動
の積み重ねが必要であり，
また，具体的な事例の検討
を中心に，博物館における
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写真２ 展示案内員により機織りの助言風景

写真３ 展示室内での学習風景
「わかろうとしていること」はそれぞれ違う
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ビジターへの新しい学習支援のあり方について研究しなければならない．
生涯学習の時代において人々が博物館に何を求めているのかを知り，新しい博物館づく
りを行っていくためにも展示内容に対応したインタープリテーション活動のあり方を具体
的に探っていきたいと思う．
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